色の錯視
色に関する錯視現象には、対比と同化がある。色の対比は、ある色がその周囲の色に影響されてその違いがより一段と顕著になる現象を言い、同化は反対に周囲の色に影響されてより一段と近づいて見える現象を言う。
同化現象

同化現象とは、１つの色が他の色に囲まれている時、その囲まれた色が周囲の色に似て見える現象で、「フォン・ベゾルト効果」とも言われている。
例えば、スーパーなどで、みかんを濃いオレンジの網の袋に入れたり、オクラを緑の網に入れて売っているのは、この現象を利用して、みかん色を赤に近づけて、おいしそうな橙に見せたり、オクラの緑色を強めて見せようとしている例である。
同化現象の例

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



黄色は橙の間では、赤と同化して赤みの黄色に、黄緑の間では、黄緑と同化して緑みの黄色に見える。


また、白に囲まれた灰色は、白の明るさに近づき明るくなり、黒に囲まれた灰色は、黒に近づき暗く見える。








